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序 文 
 
日本国政府はイラン・イスラム共和国の要請に基づき、同国の「バム遺跡修復・保存機材整備計画」

にかかる基本設計調査を行うことを決定し、国際協力機構がこの調査を実施しました。 
当機構は、平成 16 年 8 月 11 日から 9 月 7 日まで基本設計調査団を現地に派遣しました。 
調査団は、イラン政府関係者と協議を行うとともに、計画対象地域における現地調査を実施しました。

帰国後の国内作業の後、平成 16 年 11 月 8 日から 11 月 17 日まで実施された基本設計概要書案の現地説

明を経て、ここに本報告書完成の運びとなりました。 
この報告書が、本計画の推進に寄与するとともに、両国の友好親善の一層の発展に役立つことを願う

ものです。 
終りに、調査にご協力とご支援をいただいた関係各位に対し、心より感謝申し上げます。 
 
  
平成 16 年 12 月 
 
 
 

 独立行政法人国際協力機構 
  理 事  小 島 誠 二 
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 今般、イラン・イスラム共和国における「バム遺跡修復・保存機材整備計画基本設計調査」が終了い

たしましたので、ここに最終報告書を提出いたします。 
 
 本調査は、貴機構との契約に基づき弊社が、平成 16 年 7 月より平成 16 年 12 月までの 5 ヵ月にわた

り実施してまいりました。今回の調査に際しましては、イランの現状を十分に踏まえ、本計画の妥当性

を検証するとともに、日本の無償資金協力の枠組みに最も適した計画の策定に努めてまいりました。 
 
 つきましては、本計画の推進にむけて、本報告書が活用されることを切望いたします。 
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１．略 語 
 

BS   :  British Standard(s)  ：英国規格 
FA     : Financial Assistance  ：資金支援 
GDP     : Gross Domestic Product ：国内総生産 
ICCROM     : International Center for the Study of the Preservation and  
  Restoration of Cultural Property  ：文化財保存修復研究国際センター 
ICHTO    :  Iranian Cultural Heritage and Tourism Organization 
      ：イラン文化遺産・観光庁 
ICOMOS     :  International Council on Monuments and Sites  

：国際記念物遺跡会議 
JICA        :  Japan International Cooperation Agency   

：国際協力機構 
JIS        :  Japanese Industrial Standard ：日本工業規格 
Ms, Mb, Ml  :  Magnitude   ：地震規模  
OSF     : Oil Stabilization Fund  ：石油安定化基金 
TA     : Technical Assistance   ：技術支援 
UNESCO    :  United Nations Educational, Scientific and Cultural Organization 

：国連教育科学文化機関 
US     : United States   ：アメリカ合衆国 
4WD         :  Four-Wheel Drive (Vehicle) ：四輪駆動（車） 

 
 
２．単 位 
 

m     :  meter    ：メーター 
mm     :  millimeter   ：ミリメーター 
km2        :  square kilo meter  ：平方キロメーター 
m3     :  cubic meter   ：立法メーター 
m/s     :  meter per second  ：秒速 
℃     :  Centigrade/Celsius   ：度（摂氏） 
kW     :  kilowatt(s)   ：キロワット 
E/N     :  Exchange of Notes  ：交換公文 
B/A     :  Banking Arrangement  ：銀行取極め 
A/P     :  Authorization to Pay  ：支払授権書 

 
  
３．換算レート 

 

US$1.00 = ¥109.80   （2004 年 9 月） 
US$1.00 = Rls8,591（リアル） （2004 年 9 月） 
Rls$1.00 = ¥0.0128   （2004 年 9 月） 
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要   約 

 

イラン国は約 165 万 km2（日本の約 4.4 倍）の国土面積で、人口は約 6,600 万人（2003
年推定）である。国土はカスピ海とペルシャ湾とに挟まれており、東西をパキスタン、ア

フガニスタン、トルクメニスタン、トルコ、イラクと接している。国土の 55％は海抜 300
～1,500m の高原にある。高地で乾燥した砂漠であることから、耕地にも遊牧にも適さな

い土地は広い国土の 1/3 にも達する。気候は地方によって変化があるが、はっきりとした

四季がある。北部のカスピ海沿岸や南部のペルシャ湾沿岸などでは季節による気候の変化

が激しい。  
 
イラン国は人口 6,600 万人という人的資源に加え、豊富な石油埋蔵量（世界第 5 位）と

天然ガス埋蔵量（世界第 2 位）を有する産油国である。外貨収入の大部分を占める石油は

原油市場の影響を受けており、石油市況による石油収入の好不調により、国内産業の景気

が大きく影響を受ける構造である。  
 
バム遺跡のあるバム市は海抜 1,000m 程の高原に位置し、周りを土漠に囲まれている。

市民は水道のほかに、カナートによって導水された水で生活をし、農業を営んでいる。年

間の降水量は数 10mm と少なく、砂漠性気候で寒暖差が大きい。デーツ（ナツメヤシ）、

オレンジの産地である。  
 
 イランはその地理的条件から、古い時代から東西交流のクロスロードとして、多くの都

市、文化、宗教が興亡し、十万以上ともいわれる数多くの文化・歴史的遺跡が国内に残さ

れている。イラン国政府はこれ等の遺跡のデータベース化を進めているが、現在テヘラン

周辺の登録が進んでいるに過ぎない。これは専門技術者、予算や資機材の不足によるもの

と考えられる。また、イラン国内では、以下の６ヶ所がユネスコの世界文化遺産に登録さ

れている。  
 
番号  遺 跡 名  サイト位置  登録年  備 考  

1 エマーム広場  エスファハーン  1979 サファビー朝、16 世紀  
2 ペルセポリス  シラーズ  1979 アケメネス朝、前 6 世紀  
3 チョガー・ザンビール  シューシュ、アフヴァーズ  1979 エラム王国、前 13 世紀  
4 タフテ・ソレイマン  ﾀｶﾌﾞ･ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾈ･ｶﾙﾋﾞ 2003  
5 パサルガダエ  ファールス、シラーズ  2004 アケメネス朝、前 6 世紀  
6 アルゲ・バム  バム、ケルマン  2004.6 ササン／サファビー朝  

  
バム遺跡｢アルゲ・バム｣はササン朝 (227～651 年 )時代が起源とされ、サファビー朝（1501

～1736 年）時代に現代の形が確立されたといわれている。世界最大規模の土の建造物であ
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り、サファビー朝時代の都市の構造が完全に保存され、当時の支配者階級のみならず一般

市民の生活をよく表したものである。しかし、2003 年 12 月 26 日に発生した地震（マグ

ニチュード 6.3）により、その 80％以上が崩壊、特に過去 32 年間にわたり修復活動が実

施された部分は全て崩壊した。また、この地震によりバム市の約 10 万人の人口のうち、

約 4 万人が死亡している。  
     

イラン国政府はアルゲ・バムの修復・保存を最優先プロジェクトに指定し、事業を進め

ている。ユネスコ等により専門家による技術支援等が行われているが、遺跡の修復には膨

大な年月を要するとされており、修復にあたっては予算、機材、専門家等のさらなる確保

が必要である。  
 
このような状況を改善するために、イラン国政府はバム遺跡の修復・保存作業をより効

果的に実施するために必要な機材を我が国の無償資金協力により調達することを要請した。 
 
日本国政府は基本設計調査の実施を決定し、国際協力機構は基本設計調査団を、平成 16

年 8 月 11 日から平成 16 年 9 月 7 日まで現地に派遣した。調査団は、イラン国政府関係者

と要請内容について協議するとともに、遺跡の崩壊状況や修復作業状況の調査、および関

連資料の収集を行った。帰国後、調査団は現地調査結果を踏まえ、本計画の妥当性を検証

するとともに、機材仕様、本計画の実施計画策定し、基本設計概要書を作成した。国際協

力機構は、平成 16 年 11 月 8 日から 11 月 17 日まで、基本設計概要説明調査団を現地に派

遣し、同報告書案の基本的内容について、イラン国政府の同意を得た。  
 

アルゲ・バムは、遺跡としての価値のみならず、震災により被害を受けたバムの人々の

心の支えという意味においても、修復・保存の重要度・優先度が高く、同遺跡の修復・保

存はイラン国の重要な課題である。2004 年 4 月にはバムで開催された「バム遺跡国際ワー

クショップ」での提言（修復計画大綱）が取りまとめられ、現在バム遺跡の詳細な修復・

保存計画が策定中である。本計画は同修復・保存計画に基づき、アルゲ・バムの修復・保

存のための作業に必要な機材を調達するものである。  
 
本件の対象機材は以下の方針で選定した。  
� バム遺跡の修復・保存計画に整合した機材を調達する。機材がイラン側に引き渡され

るのは、2005 年 12 月頃となるため、2006 年以降も必要とされる機材を選定する。  
� バム遺跡（Arg-e-Bam）の修復・保存のためにのみ活用される機材を選定する。  
� 輸出規制等手続きを考慮し、日本の予算年度の 2006 年 3 月末までに調達できる機材

を選定する。  
� イラン国内で調達が困難な機材を優先的に選定する。  
� 文化遺産無償の制度上、修復・保存活動に直接的に使用する最低限必要かつ不可欠な
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機材を選定する。  
 

調達対象機材としては、当初の要請内容から発電機、車両類、実験用機材は本件の対象

機材として適切でないと判断されたが、ベルトコンベアが新たな機材として追加された。  
 物理探査機材および内視鏡についてはイラン国へ輸出する際に、日本及び第三国におけ

る輸出許可が必要となり、現段階では許可証が確実に取得できるか、或いは許可申請にど

のくらいの期間を要するか確実に予測できない。したがって、2006 年 3 月までに機材の納

入が完了できない可能性があるとして本件の協力対象から除外することとした。  
本件の調達予定機材は以下のとおりである。  
 
No. 機材名 主要仕様 数量 使用目的 

1 足場材 
枠組足場、筋違等サポート、補強単管

共、20m(L)×10m(H)／組 
10 組 

保存・修復作業 

 

2 傾斜面用階段材 
アルミ合金製階段、手摺及び支柱共、

L=50m／組 
15 組 

調査、保存、修復作

業 

3 掘削機    

3-1 
小型油圧ショベ

ル(1)、城内用 

バケット 0.09m3 出力 19kW 以上 

クローラー型、キャブ仕様、エアコン付
2 台 

城内の瓦礫掘削、撤

去作業 

3-2 
小型油圧ショベ

ル(2)、城外用 

バケット 0.14m3 出力 26kW 以上 

クローラー型、キャブ仕様、エアコン付 
1 台 

城外の瓦礫掘削、撤

去作業 

4 フォークリフト 荷重 2.5 トン 2 台 
崩壊瓦礫の大塊の

移動、撤去、運搬 

5 ローダー    

5-1 
ホイールローダ

ー、城外用 

バケット 1.3m3 出力 63kW 

ホイール型、キャブ仕様、エアコン付 
1 台 

城外瓦礫、城内から

の搬出瓦礫の撤去、

積込 

5-2 
小型ホイールロ

ーダー、城内用 

バケット 0.4m3 出力 21kW 

ホイール型、キャブ仕様、エアコン付 
2 台 

城内の瓦礫の撤去、

移動、積込み作業 

6 ベルトコンベア 
長さ 7m、ベルト幅 350mm、エンジン、

ポータブル 
5 台 

城内の瓦礫の撤去、

運搬、積込み作業 

 
 本計画を無償資金協力により実施する場合に必要となる事業費総額は 1.16 億円（うち、

日本側負担経費  1.13 億円、イラン側負担経費  0.03 億円）と見込まれる。本計画の実施

には、14 ヶ月を必要とする。  
 
 本プロジェクト実施により期待できる効果は以下のとおりである。  

１）直接効果：高位部や壁部の地震被害の実態把握が進むことや、震災でバム城内を埋

め尽くしている崩壊レンガ等の瓦礫の移動・撤去作業の効率が増すこと

により、修復・保存作業が促進される。  
２）間接効果：アルゲ・バム来訪者が回復し、バム市観光業の復活や地域経済の活性化

に貢献する。  
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本プロジェクトは以下に述べる理由から我が国の無償資金協力による協力対象事業の実

施について妥当であると判断する。 

 
� バム遺跡修復計画（大綱）の支援機材であり、遺跡の効率的調査や修復・保存作業の

進捗度向上により、遺跡の再建・復興に大いに貢献する。  
�  震災者のバム市民（6 万人）はバム遺跡を誇りとしており、遺跡修復・保存作業の推

進は、市民の復興意欲や精神面の安定を大いに向上させる。  
�  バム遺跡は地震や世界遺産登録（ユネスコ）により関心が高く、遺跡修復・保存作業

の推進は、観光客の来訪を早期に実現可能とし、地元経済へも貢献する。  
�  建設機械の導入は初めてであるが、必要となる要員や維持管理費の手当てを行う予定

であり、実施体制にも問題はない。  
� 環境への悪影響はない。  
�  我が国の無償資金協力の制度上、本計画を実施することに問題は生じない。  
 
本プロジェクト実施による効果をより確実に発現・持続させるために以下を提言する。  
 
� バム遺跡の復旧・修復には長期的な取り組みが不可欠なため、国家優先事業と位置付

け、現在の震災復興にともなう予算・人員の増強を一時的とせず、将来にわたり確保

する。  
� 本計画のうち、調達機材の運営・維持管理に対して必要な人員・予算を、計画通り確

保するとともに、建設機械の担当者は初期操作指導の研修受講後も建設機械の有効利

用のため、維持管理技術の向上に努める。  
� バム遺跡はユネスコの世界遺産に登録されたばかりであり、以前にも増して注目を集

めている。バム遺跡は市民の誇りであり心の支えであることから、ユネスコや他ドナ

ー、地元市民と協調関係を結びつつ、着実にバム遺跡の修復・保存作業を進める。  
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第 1 章 プロジェクトの背景・経緯 

1-1  当該セクターの現状と課題 

1-1-1  現状と課題 

 イランは古代より、その地理的な位置関係から東西交流のクロスロードとして栄え、多

くの都市、文化、宗教が興亡し、十万以上ともいわれる数多くの文化・歴史的遺跡が国内

に残されている。イラン国政府はこれら遺跡のデータベース化を進めているが、遺跡の数

が相当量に上るほか、専門技術者、予算や資機材の不足もあり、現在のところテヘラン周

辺の登録が進んでいるに過ぎない。  
イラン国内では、これまでに以下の６地区がユネスコの世界文化遺産に登録されている。 

 
表 1.1 ユネスコの世界文化遺産に登録済み遺跡  

番号  遺 跡 名  サイト位置  登録年  備 考  
1 エマーム広場  エスファハーン  1979 サファビー朝、16 世紀  
2 ペルセポリス  シラーズ  1979 アケメネス朝、前 6 世紀  
3 チョガー・ザンビール  シューシュ、アフヴァーズ  1979 エラム王国、前 13 世紀  
4 タフテ・ソレイマン  ﾀｶﾌﾞ･ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾈ･ｶﾙﾋﾞ 2003   
5 パサルガダエ  ファールス、シラーズ  2004 アケメネス朝、前 6 世紀  
6 アルゲ・バム  バム、ケルマン  2004．6 ササン／サファビー朝  

  
バム遺跡（Arg-e-Bam Citadel）はササン朝（227～651 年）時代を起源とし、サファビ

ー朝（1501～1736 年）時代に現代の形式が確立されたといわれている。世界最大規模の

土の建造物であり、サファビー朝時代の都市の構造が完全に保存され、当時の支配者階級

のみならず一般市民の生活をよく表したものである。しかし、2003 年 12 月 26 日に発生

した地震（マグニチュード 6.3）により、その 80％以上が崩壊した。特に過去 32 年間に

わたり修復活動が実施された部分は全て崩壊した。また、この地震によりバム市の約 10
万人の人口のうち、約 4 万人が死亡している（国連人道問題調整事務所発表資料）。     

イラン国政府はアルゲ・バムの修復・保存を最優先プロジェクトに指定し、修復事業を

進めている。ユネスコ等による専門家の協力を得て技術支援等が行われているが、遺跡の

修復には膨大な年月を要するとされており、修復にあたっては予算、機材、専門家等のさ

らなる確保が必要である。  
 

1-1-2  開発計画 

 本 計 画 の 国 家 上 位 計 画 と し て は 、「 イ ラ ン 国 第 ３ 次 社 会 経 済 及 び 文 化 開 発 計 画

（2000-2004 年）」が該当し、その中の「第 2 編 各論：第 21 章 文化・芸術、大衆伝達

及び体育」において、「（各地区のイスラム評議会は）歴史的・文化的な建造物、遺跡、囲

壁、織物を現状で使用中であっても保存に努めなければならない」と謳っている。この方
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針に基づき国内の文化財の保護が推進されており、バム遺跡の保存・修復もその一環と位

置付けられる。  
 

1-1-3  社会経済状況 

イラン国は人口 6,600 万人という人的資源に加え、豊富な石油埋蔵量（世界第 5 位）と

天然ガス埋蔵量（世界第 2 位）を有する産油国である。外貨収入の大部分を占める石油は

原油市場の影響を受けており、石油市況による石油収入の好不調により、国内産業の景気

が大きく影響を受ける構造である。  
1979 年のイスラム革命による産業の国有化や外資の排除や、革命直後に勃発したイラク

との戦争の長期化等により経済は悪化した。  
現在実施中の第 3 次 5 ヵ年計画（2000 年 3 月より 5 ヵ年）では、①国営企業の民営化、

②外資導入の促進、③雇用対策、等の経済改革を強調している。特に最優先課題として若

年層の労働人口増加に対し 5 年間で 380 万人 (年間 76 万人）の雇用機会創出を掲げている。  
国家財政はここ数年間 20～40 兆リアル（25～50 億 US$）の赤字が続いているが、この

赤字は OSF 基金（石油安定化基金）からの持出しや民営化収入で補填されている。2002/03
年度の国内総生産は 8,934,950 億リアル（1,123 億 US$）、一人当り GDP は 1,207.3 万リ

アル（1,517US$）、経済成長率（実質価格）6.5％、インフレ率 15.8％、貿易収支はプラ

ス 44.0 億 US$である。  
 

1-2  無償資金協力要請の背景・経緯及び概要 

(1) 要請の背景・経緯  
イラン国のバム遺跡は、世界最大の土の建造物（1501 年～1736 年時代に形成された）

であり、これまで修復活動が行われてきたが、2003 年 12 月 26 日に発生した地震によっ

て、その 80％以上が崩壊した。我が国政府は地震災害に対して、国際緊急援助隊医療チー

ムの派遣、緊急援助物資の供与、緊急無償資金協力等を実施してきた。また文化面での協

力も重要であることから、2004 年 1 月、ユネスコ文化遺産日本信託基金を通じバム遺跡救

済のために 50 万ドルを拠出することを決定し、日本人専門家派遣等を実施している。  
同時に二国間協力により 1 億 5,000 万円を限度額として保存・修復関連機材の供与を検

討予定であることを表明した。これを踏まえ、イラン国政府から日本国政府に対し、遺跡

修復・保存用機材の調達を内容とする文化遺産無償の要請がなされた。  
 
(2) 要請の概要   
 要請されたプロジェクトの概要は次のとおりである。  

1）  上位目標：バム遺跡が修復・保存される。  
2）  プロジェクト目標：バム遺跡の修復・保存活動が改善される。  
3）  期待される成果：バム遺跡の修復・保存・研究用機材が整備される。  
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4）  活動投入計画：  
①  日本への要請内容：足場、梯子、発電機、地質調査用機械、建設機械、車両、土

質調査機器、ガラス製品・試薬、研究機材  
②  相手国側の事業計画：バム遺跡の修復・保存活動の実施  

5）  対象地域（サイト）：イラン国（ケルマン州バム市）     
6）  直接受益者：バム遺跡の研究者・作業者、遺跡周辺住民、バム遺跡見学者  

間接受益者：イラン国民  6,490 万人      
7）  相手国受入機関：イラン文化遺産庁  
8）  その他関連事項：  

①  我が国の援助活動  
   ユネスコ文化遺産保存日本信託基金 50 万ドル（2004 年）  
②  他ドナー等の援助活動  

ユネスコ：2004 年 1 月～2005 年 9 月 地震で傷害を受けた文化遺産庁職員へ

の援助  2 万 5 千ドル       
 
1-3  我が国の援助動向 

 我が国の文化無償分野の援助としては、次の 1 件が実施されている。 

 

表 1.2  我が国の援助状況  
No. 案件名  実施時期  金額  支 援 内 容  

1 国立中央文化遺産保存研究所文化

遺産保存・研究機材供与  1999 年度  0.32 億円  文化遺産保存・研究

機材整備  
 

1-4 他ドナーの援助動向 

 地震後の、外国や国連機関等の他ドナーからの援助としては、専門家や調査団レベルの

来訪程度であり、具体的な支援計画を進めているのは日本のみである。会議や専門家の現

地訪問を含めた他ドナーのこれまでの支援援助動向は下表のとおりである。  
 

表 1.3  援助国・機関名一覧表  
No. ドナー国・機関  実施時期  金額 (US＄ ) 支 援 内 容  

1 ユネスコ /日本基金  04 年 4 月～  
05 年 12 月  500,000 調 査 団 派 遣 (TA)と 調 査 機 材

の購入 (FA) 

2 ユネスコ /世界遺産

基金  
04 年 4 月～  

6 月  50,000 ワ ー ク シ ョ ッ プ 開 催 支 援

(FA) 

3 ユネスコ  04 年 4 月～  
05 年 9 月  25,000 被災 専 門 家と 作 業 員へ の人

道支援 (FA) 

4 フランス  04 年 6 月～  
7 月   ―  技 術 支 援 (FT)と ラ ボ 用 機 材

の調達 (FA) 



 
 
 
 
 
 
 

 
 

第２章 プロジェクトを取り巻く状況



 
イラン国バム遺跡修復・保存機材整備計画 

基本設計調査 

4 

第 2 章 プロジェクトを取り巻く状況 
2-1  プロジェクトの実施体制 

2-1-1  組織・人員 

 本計画のイラン国側実施機関はイラン文化遺産・観光庁（ICHTO）傘下の「Recovery Project on 
Bam’s Cultural Heritage」事務所（以下、「バム事務所」とする）が担当する。バム・プロジェクト事

務所及び ICHTO の組織図を図 2.1 及び図 2.2 に示した。 
 現在、現場での作業を行なっているのはバム事務所が雇用している現場作業員 70 名（2000 年 8 月

現在）である。本計画により足場等の資材が調達された場合、50 名以上の増員が必要である。本件に

より建設機械が調達される場合、事務所は建設機械をこれまで所有していなかったことから、専用のオ

ペレーター等を新たに確保する必要がある。バム遺跡の修復・保存事業が重視されている状況において、

この増員は十分に可能である。 

 
             
      1 

 
                      1 

 
 

    

      

                     1        1       1 

 
                   

                           3         10             1 

 

   1       1           1 

 

                                                 1 

      1      1 

 
 2        5    2            1    熟練工  12    

              普通作業員 34      3 
□の下の数値はスタッフ数である              日雇い作業員 24    

図 2.1 ICHTO バム・プロジェクト事務所の組織図 
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2-1-2  財政・予算 

 地震発生前のバム事務所は遺跡内にあり、4～5 名の専門家が 40 名ほどの作業員を使っ

て、主に遺跡の修復作業や維持管理を行なっていた。過去（地震発生以前）のバム事務所

の年間予算は以下に示す通りである。  
尚、イランの予算年度は当年の 3 月 21 日から翌年の 3 月 20 日までである。  

表 2.1 過去 3 年間におけるバム事務所の予算額の推移  
(単位：百万リアル、1 リアル＝0.0129 円 ) 

予  算  項  目  2001 年  2002 年  2003 年  
・人件費  800 900 540 
・機材運営・維持管理費  150 30 20 
・事務所経費  60 30 20 
・修復活動費  480 300 70 
・その他  210 240 650 

総 計  1,700 1,500 1,300 
    出典） ICHTO バム事務所  

 

 2003 年 12 月の地震後は修復・保存のために大幅に増員され、2004 年 8 月の本格調査

時には 21 名の専門家と 78 名の作業員により、作業が行われていた。2004 年 3 月 21 日か

ら 8 月までに支出した金額は約 10,000 百万リアル (約 129.0 百万円 )で、これまでの支出額

を大幅に上回るものとなっている。   
 バム遺跡は 2004 年 7 月にユネスコの世界遺産に登録されたこともあり、現在はイラン

国内の遺産修復の最優先遺跡として位置付けられ、必要な予算は最優先的に確保されてい

る。  
 

2-1-3  技術水準 

足場材や傾斜地用階段材の使用については、現在修復・保存作業に従事している熟練工

に初期操作の指導を行なえば十分対応が可能である。建設機械についてはオペレーター等

を新たに雇用することになるが、バム市内での雇用は可能である。オペレーター等の新規

雇用者の人件費を含めた運営・維持管理費の増加分は約 3.83 百万円 (年間 )と見積もられ、

これはバム・プロジェクト事務所の 2004 年度の 3 月～8 月の上半期に支出された予算 (約
129.0 百万円 )の約 3％程度であり、現状の予算の範囲内で十分支出できる金額である。前

項でも述べたように、バム遺跡修復に対しては優先的に予算措置が講じられていることか

ら見ても、運営・維持管理費の増額に対しては十分対処が可能で、問題はないと考えられ

る。  
 

2-1-4 既存の施設・機材 

バム事務所の施設、機材概況は表 2.2 に示すとおりである。  
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表 2.2  ICHTO バム事務所の建屋施設及び現有機材リスト . (2004 年 8 月段階 ) 
  
1) 事務所施設／建屋                      

建 物  使 途  寸法  部屋数  施設状況  

コンテナハウス 1 技術事務所  3m x 12m 1 電気、エアコン  

コンテナハウス 2 書庫及び考古学  3m x 9m 1 電気、エアコン  

コンテナハウス 3 実験室  3m x 12m 1 電気、エアコン、水道  

コンテナハウス 4 ~ 11 宿舎  3m x 12m x 8 15 電気、エアコン、水道  

コンテナハウス 12, 13 倉庫  3m x 12m x 2 2  

 経理／総務  4m x 3m 1 電気、エアコン  
建屋（コンクリート製） 
 

展示室  9m x 24m 1 電気、エアコン、  
3.5m テラス  

 倉庫  4m x 6m 1 電気  
出典：バムプロジェクト事務所 ,  ICHTO. 

  
2) 現有機材                           

機材名  仕 様  購入年  数量  仕様頻度  状 態  

コンピューター  サムソン製  2004 10 毎日使用  良好  

プリンター  HP, Epson 2004 4 毎日使用  良好  
スキャナー   2004 1 毎日使用  良好  
コピー機  シャープ製  2004 2 毎日使用  良好  
ファクス機  パナソニック、他  2004 2 毎日使用  良好  
実験器具  下表参照  2004 1 set 毎日使用  良好  
ﾋﾞｼﾞｭｱﾗｲｻﾞｰ   2004 1 時々使用  良好  
ﾋﾞﾃﾞｵﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ   2004 1 時々使用  良好  
ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗ  キャノン製  2004 5 毎日使用  良好  
車両  ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟ(ﾀﾞﾌﾞﾙｷｬﾌﾞ)  2004 2 毎日使用  良好  
 ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟ(ｼﾝｸﾞﾙｷｬﾌﾞ) 2004 2 毎日使用  良好  
 ジープ（ 4WD/Sahara） 2004 1 毎日使用  良好  
 自転車  2004 2 毎日使用  良好  
機材  足場材  2004 多数   良好  
 木材／平板  2004 多数   良好  
無線電話   2004 12 毎日使用  良好  

出典：バムプロジェクト事務所 ,  ICHTO. 
 
3）実験室機材                        

機材名  仕 様  購入年  数量  仕様頻度  状 態  

乾燥炉  220V, 50Hz, 50-300°  １  毎週使用  良好  
篩  Φ200、#10,18,40,70,170  １  〃  〃  
天秤  No.1:300-0.1g, No.2:12kg-1g  ２  〃  〃  
比重計    ４  〃  〃  
ヒーター  230V, 50Hz  １  〃  〃  
タイマー    ２  〃  〃  
出典：バムプロジェクト事務所 ,  ICHTO. 
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2-2 プロジェクト・サイト及び周辺の状況 

2-2-1  関連インフラの整備状況 

（１）道路状況 

 バム遺跡へ通じる道路は、以前から観光名所でありアスファルト舗装道路が整備されて

いる。遺跡を周回する道路もあり、現場へのアクセスには問題ない。現在、西側の新規取

得用地（事務所、宿舎、建機ガレージ等の建設予定地）に接する道路の舗装工事が進捗中

である。 

  

（２）水道設備状況 

 地震により破壊されていた水道管の復旧工事も順当に進捗しており、バム事務所の給水

状況は既に回復している。バム市内では日本政府の緊急復興支援の協力も得て、上水道網

の配水地や配水管の修復工事などの水道施設の復旧が進められている。 

 

（３）電気事情 

 地区の変電施設は大きな被害を受けなかったが、送電設備は寸断等の相当な被害を受け

た。現地調査の 2004 年 8 月段階では、電気事情は 10 分程度の停電が１週間に一度発生す

る程度に改善されていた。バム市内の送電施設の復旧は順当に進んでいる。 

 

（４）ICHTO バム事務所 

 ICHTO バム事務所（バム技術事務所）はバム遺跡の城塞内に設置されていたが、地震に

より崩壊した。事務所に保管されていた記録や出土品などもまだ崩壊した瓦礫の下に埋も

れたままである。現在、事務所が使えないことから、遺跡の南側に隣接する公園内の一角

に仮事務所としてコンテナオフィスを設置し使用している。また、職員の宿舎は仮事務所

の近くにコンテナを使ったキャンプを設置し、宿泊に供している。 

 事務所等の建設計画も進められており、新たに取得した遺跡西側の隣接区画に新たな事

務所や宿舎、ガレージを設置する予定である。 

 

2-2-2  自然条件 

（１） 地形状況  
 イラン国は約 165 万 km2(日本の約 4.4 倍 )の国土面積で、人口は約 6,600 万人（2003
年推定）である。国土はカスピ海とペルシャ湾とに挟まれており、東西をパキスタン、ア

フガニスタン、トルクメニスタン、トルコ、イラクと接している。北のカスピ海側にアル

ボルズ山脈、西側にザーグロス山脈の 3,000～4,000ｍ級の峰が連なっている。東部にはキ

ャヴィール砂漠、ルート砂漠が広がり、国土の 55％は海抜 300～1500m の高原にある。

高地で乾燥した砂漠であることから、耕地にも遊牧にも適さない土地は広い国土の 1/3 に

も達する。  
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バム市はイラン国の南東部のケルマン州の中央東寄りに位置している。州都ケルマン市

からは南東方向に約 180km の距離に位置する人口約 4 万人の都市である。2003 年 12 月

26 日に発生した「イラン南東部地震」の震源地でもあり、マグニチュード 6.3 の激震によ

り街の大部分は崩壊し、4 万人以上の市民がなくなったところでもある。  
 

（２） 気候状況  
気候は地方によって変化があるが、はっきりとした四季がある。北部のカスピ海沿岸や

南部のペルシャ湾沿岸などでは季節による気候の変化が激しい。  
 バム遺跡のあるバム市はイラン高原の東側を南北方向に走るルート砂漠（Lut Desert）
の南端の海抜 1,000m 程の高原に位置し、周りを土漠に囲まれている。  

バム市の気温は砂漠気候のため寒暖差が大きく、夏は 40 度を軽く越えるが、冬場にな

ると氷点下となる。湿度は非常に低く、バム地区の降水量は、年間数十 mm と非常に少な

いが、近隣の 4,000ｍを越える山々のおかげで水源には恵まれており、この水をカナート

（Canat）と呼ばれる灌漑地下水路により配水し生活用水や農業用水として活用している。

バム地区はデーツ（ナツメヤシ）、オレンジの産地である。  
バム市の 2003 年 7･8 月～2004 年 6･7 月気象概況（温度、雨量、風速）を示すと次表の

とおりである。  
 
   表 2.3 バム市の気象概況（2003 年 7･8 月～2004 年 6･7 月）   

月  7･8 
月  

8･9 
月  

9･10
月  

10･
11 月  

11･
12 月  

12･1
月  

1･2 
月  

2･3 
月  

3･4 
月  

4･5 
月  

5･6 
月  

6･7 
月  

計／

平均  
気温  34.0 31.4 25.9 20.4 12.7 13.8 14.5 20.6 22.3 28.4 33.0 33.0 24.2 
雨量  - - - - - 1.5 5.5 - 2.0 - 10.6 - 19.6 
風速  15 15 13 13 14 14 14 20 18 17 18 20 16 
出典）Kerman 州気象局  
注１）気温：月平均気温 (℃ )、雨量：月間雨量 (mm)、風速：月平均風速 (m／ s)をさす。 
注２）イラン暦を西暦（１～30 日）に合わせるため、各月の 20 日～翌月の 19 日が一ヶ

月となる。  
 

（３） 地震状況  
イ ラ ン に お け る 地 震 記 録 は テ ヘ ラ ン 大 学 地 質 研 究 所 （ Institute of Geophysics, 

University of Tehran）が観測及びデータ収集（National Geoscience Database of Iran）
を実施している。バム地区における地震発生状況を調べたところ、2003 年 12 月 26 日

の「イラン南東部地震（M.6.5）：震度６程度」の発生以降も小規模な地震が時折発生し

ている。バム地区におけるマグニチュード 3.5（M.3.5）以上の地震発生状況を示すと表

2.4、図 2.3 のとおりである。マグニチュード（地震のエネルギーを示す）は算定方式に

より算定値（Ms、Mb、Ml 等）が異なる。  
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      表 2.4 バム地区周辺の地震発生状況（大地震以降）  
発生年月日（西暦） マグニチュード  震源地  

 Ms Mb Ml  
2003 年 12 月 26 日  Ms 6.5   (イラン南東部地震 ) 

2004 年 1 月 4 日    Ml 3.6 Bam 
2004 年 1 月 11 日    Ml 3.6 Bam 
2004 年 1 月 20 日    Ml 3.8 East of Bam 
2004 年 1 月 28 日    Ml 3.9 South of Bam 
2004 年 4 月 7 日   Mb 3.8  East of Bam 

2004 年 4 月 11 日   Mb 3.8  Bam 
2004 年 4 月 20 日    Ml 3.8 Bam 
2004 年 6 月 16 日   Mb 3.6 Ml 3.4 Bam 
2004 年 6 月 17 日   Mb 4.0 Ml 3.8 East of Bam 
2004 年 7 月 22 日   Mb 4.2 Ml 4.1 Bam 
2004 年 8 月 16 日   Mb 4.2 Ml 3.8 East of Bam 

   注）Ms：表面波ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ Mb:実体派ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ、Ml：ﾘﾋﾀｰｽｹｰﾙによるﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 
出典） Institute of Geophysics University of Tehran 

   International Institute of Earthquake Engineering and Seismology 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典） Institute of Geophysics University of Tehran 
      図 2.3  Bam 周辺の地震発生状況（数字は発生年）  
     
2-2-3  その他 

 本プロジェクトの実施により、周辺の環境に影響を及ぼすような懸念は特にない。  

凡  例  



 
 
 
 
 
 
 

 
 

第３章 プロジェクトの内容
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第３章 プロジェクトの内容  
3-1 プロジェクトの概要  

イラン国のバム遺跡「アルゲ・バム（Arg-e-Bam：Bam Citadel）」は、バム市の北東に

位置する四方を城壁に囲まれた城塞都市遺跡であり、ササン朝（227～651 年）時代が起

源とされ、サファビー朝（1501～1736）時代に現代の形が確立されたといわれている。長

年、西アジア世界の交流拠点として機能したが、1722 年にパシュトゥン人の攻撃を受けた

後、廃墟となった。バム遺跡は、世界最大の土の建造物であり、サファビー朝時代の都市

の構成が完全に保存され、当時の支配者階級のみならず一般市民の生活をよく表したもの

であるが、2003 年 12 月 26 日に発生したバム地震（マグニチュード 6.3、総死者数約 43,200
人、罹災者約 75,600 人）によって、その 80％以上が崩壊、過去 32 年間にわたり修復活動

が実施された部分は全て崩壊した。地震発生後、イラン文化遺産庁は、ユネスコや国際記

念物遺跡会議（ International Council on Monuments and Sites: ICOMOS）、文化財保存

修復研究国際センター（ International Center for the Study of the Preservation and 
Restoration of Cultural Property: ICCROM）などの協力を得て、修復・復興計画の策定

を進めている。  
 
バム遺跡は、同国の重要な観光資源のひとつであったことから、長年本格的な発掘調査

が行われたことはなかったが、地震による倒壊によって、ササン朝の時代のものとみられ

る日干しレンガが多数見つかり、歴史を裏付ける重要な物証の発見として専門家から高く

評価されている。イラン政府は、ユネスコ世界遺産会議に対し、バム遺跡を世界遺産及び

危機遺産の候補地として推薦していたが、2004 年 6 月 28 日～7 月 7 日に中国で開催され

た「第 28 回世界遺産委員会蘇州会議」において、バム遺跡は世界遺産リスト及び危機遺

産リストへの登録が承認された。  
 
アルゲ・バムは、遺跡としての価値のみならず、震災により被害を受けたバムの人々の

心の支えという意味においても、修復・保存の重要度・優先度が高く、同遺跡の修復・保

全はイラン国の重要な課題である。2004 年 4 月にはバムで開催された「バム遺跡国際ワー

クショップ」での提言（修復計画大綱）が取りまとめられ、現在バム遺跡の詳細な修復・

保存計画が策定中である。本計画は同修復・保存計画に基づき、アルゲ・バムの修復・保

存のための作業に必要な機材を調達するものである。  
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3-2 協力対象事業の基本設計  
3-2-1 設計方針  

(1) 基本方針  

2004 年 4 月にバムで開催された「バム遺跡国際ワークショップ」での提言（修復計画大

綱）に基づき、現在イラン側はバム遺跡の詳細な修復・保存計画を策定中である。  
したがって、この提言内容を踏まえ、以下の方針で本件の対象機材を選定した。  
 
z バム遺跡の修復・保存計画に整合した機材を調達する。機材がイラン側に引き渡さ

れるのは、2005 年 12 月頃となるため、2006 年以降も必要とされる機材を選定する。  
z バム遺跡（Arg-e-Bam）の修復・保存のためにのみ活用される機材を選定する。  
z 輸出規制等手続きを考慮し、日本の予算年度の 2006 年 3 月末までに調達できる機材

を選定する。  
z イラン国内で調達が困難な機材を優先的に選定する。  
z 文化遺産無償の制度上、修復・保存活動に直接的に使用する最低限必要かつ不可欠

な機材を選定する。  
 
（2）自然条件に対する方針  

バム地域はイラン南東部の標高 1000ｍ程度の高地に位置している。乾燥地のため年間

降水量は数十 mm と少ない。砂漠性気候のため寒暖差が大きく、気温は 7 月頃最大（月

最大平均気温 45℃）となる。日中の日差しが強いことから、建設機械の運転席にはキャ

ノピーまたはキャブを装着する。  
  また、土質は砂漠特有の粒子の細かいシルト系の土であり、時折熱風砂塵も発生する。

土粒子の混入によるエンジンの磨耗を防ぐため、フィルター機能を低下させない必要が

あることから、消耗品としてフィルター材やシーリング材を多めに供与することで対処

する。  
 
（3）現地特殊事情に対する方針  

 イラン国では、ペルシャ語が公用語であるが、英語の普及も進んでいる。輸入機材とし

て調達予定の建設機械類に関する取扱書やマニュアル書については、汎用性の高い英語の

ものを準備する。  
 また、イラン国側の制度として、輸入製品に対しては、その製品の維持管理が出来る会

社つまり、代理店があることが条件になっている。代理店が登録されていなければ、輸入

許可証が発行されないため、港での通関が不可能となる。このため、現地に代理店のある

会社の製品を選定する。  
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尚、日本製の建設機械類の輸出は盛んであり、現地生産を行っている会社もある。これ

らの会社は現地法人や代理店を有している。欧米の主要な建設機械の会社も同様に現地会

社または代理店を有している。  
 

（４） 実施機関の運営・維持管理能力に対する対応方針  

 バム遺跡は、本年 7 月に世界遺産にも登録され、同遺跡の修復・保存は「イ」国の重点

課題である。そのため、今後の予算や人員の確保は優先的に実施されることが予想される。

したがって、先方実施機関のイラン文化遺産・観光庁（ ICHTO）バム事務所の予算・人員

には特段の問題がない。  
技術的な対応についても、国内外の専門家を活用し、詳細な修復作業計画の策定を実施

している段階である。今回調達予定の機材については、オペレーター等の要員が必要とな

る程度であり、現地で十分対応できる範囲の機材調達である。なお、建機のメンテナンス

は、従来どおり専門会社への外部委託により行われる予定である。  
 
（５） 施設、機材等のグレードの設定に係る方針  

 調達対象機材のグレードとしては、「イ」国における一般的な機材仕様、実施機関の現有

機材等を参考にし、同等のグレード、或いはグレードを上げた場合にも「イ」国において

適切に運営・維持管理が可能な範囲とする。  
 具体的には、日本の規格（JIS）や欧州の規格（BS 等）を満たすものとし、現地の特性

である「高温・寒暖差大、乾燥地、砂塵対策要」等に対処できるグレードの機材を調達す

る方針とする。  
 
（6）調達方法、工期に係る方針  

 2004 年度案件として実施予定であることから、2006 年 3 月までに機材引渡しを終了で

きるような機材を選定する方針とする。  
なお、イランへの輸出に対しては、日本を始めとする輸入元には国際的合意に基づいた

法令がある。日本国製品に関しても、安全保障貿易管理の観点から「輸出貿易管理令」や

「貨物等省令」により貨物（機材）の輸出が規制されている機材がある。また、カナダや

英国の機材を調達して一旦日本に輸入し、イランに再輸出する場合にも、日本の許可だけ

でなく原産国の輸出許可を取得することが必要となる場合もある。  
こうした状況を勘案し、イランへの輸出が問題なく、かつ 2006 年 3 月までに調達が見

込める機材を選定する。イランへの機材輸出に関して許可が必要なものについては、許可

申請期間を含め、機材の調達から引渡しまでが工期内に終了できることを確認し、選定す

る方針とする。  
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3-2-2 基本計画／機材計画  

（１） 全体計画  

 機材調達の全体計画は、2004 年 4 月にバムで開催された「バム遺跡国際ワークショップ」

で提案された下記の修復計画大綱である。同大綱では修復計画を次の３段階に分けて進め

る計画である。なお、修復計画の詳細内容については、現在イラン側で策定中である。  
 
 

国際ワークショップで提案された修復計画大綱（General Management Plan）  
第一段階：緊急対応、短期計画  
z 安全確保、作業道および工事用足場の設置  
z 崩壊の危険性を有する危険構造物の調査  
z 瓦礫の撤去とサイトからの搬出  
z 修復専門家等に必要な機材の準備  
z 瓦礫に埋没した公文書の発見及び回収  
z 歴史的構造物に対する、写真撮影を含む日々のモニタリング。  

  第二段階：中期計画（5 年間）  
z 学際的（考古学、民族誌学、地理学等）調査の開始：  
z 多様な教育／研修のためのワークショップの設置、開催  
z バム遺跡の復旧と調査活動のための永続的な基地となる可能性の調査  
z 修復・保存活動へのバム市民参加の推進  

  第三段階：長期計画（10 年間）  
z バムの日干し煉瓦構造物の国家レベルでの半永久的な修復・保存計画の策定  
z 半永久的な研究拠点と観光客用の訪問センターの設立  
z サイトの無形遺跡の再興  
z サイトに関する出版物の発行  
z 広範囲な国際協力の展開  
z 広範囲な地域参加の推進  
z 伝統的産業（絹、綿織物）の再興と強化  

 
  

修復・保存の具体的計画は現在策定中であるが、上記の提案のなかの「緊急対応、短期計

画」に必要な機材を本件の対象とする。  
 

（２）必要機材の選定  

① 対象機材  
調達対象機材としては、以下の理由により、当初の要請内容から発電機、車両類、実験

用機材は本件の対象機材として適切でないと判断された。  

z 発電機  
発電機は、管理事務所・専門家宿舎の停電時の代替電源と、夜間のバム遺跡のライト
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アップの停電時の電源とすることが目的である。管理事務所・専門家宿舎の非常用電源

については、文化遺産無償の対象外であること、また、夜間の遺跡のライトアップは盗

難防止の意味はあるものの、停電時の電源確保による防犯効果は限られていると思われ

ることから、発電機は最終要請から除外することとした。  
なお、調達機材を遺跡内で使用するために必要となる発電機は、当該機材と併せて検討

する。  
 
z 乗用車  

専門家や作業員の移動用車両として、バス、バン、４WD が要請されたが、乗用車は

文化遺産無償の対象外であること、これらの機材は主としてアルゲ・バム以外の遺跡へ

の移動に用いられること、バム事務所は既に複数の車両を保有していることから、アル

ゲ・バムの外周の移動にはこれらをフル活用することで対応可能であることを基本設計

調査で確認し、本件の最終要請から除外することとした。  
 

z 実験室用機材  
実験室用機材は、土質調査・実験を目的として要請された。しかし、イラン側はこれ

らの機材に対し、日干し煉瓦の土質試験は既に開始されており、日本側の調達予定時期

（2005 年 12 月頃）まで待つことは出来ないとし、要請を取り下げたが、実験室用機材

としては、イラン側の自助努力では調達が困難なモニター付内視鏡のみが最終的に要請

された。ただし、今後の機材の区分としては、物理探査用機材類に含めることとした。 
 

一方で新たに検討の対象とした機材は以下のとおりである。  

z レンガ運搬用機材（トロッコ、ベルトコンベア）  
先に述べたように、倒壊したまま遺跡内部に残っているレンガは多く、現在は作業員

が手押し車（一輪車）を使ってレンガを集積場まで運搬している。レンガを遺跡内で運

搬するのに有効なベルトコンベアやトロッコは作業の効率化や作業員の負担軽減に効

果的と思われることから最終要請に含めることにした。しかし、その後の調査で、トロ

ッコはイラン国内においても安価で容易に購入できることが判明したため、トロッコに

ついては調達機材対象から除外する方針とした。  
 
 
 
現地調査終了段階の調達対象機材は下表のとおりである。  
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           表 3.1 現地協議後の調達対象機材  

番号  品 目  要請書  協議議事録  備 考  
1 足場材  ○  ○  (10 ｾｯﾄ）  
2 傾斜面用階段  ○  ○  (10～15 ｾｯﾄ)、高優先度  
3 発電機  ○  × 取りやめ  
4 物理探査用機材     

4-1 - 地下ﾚｰﾀﾞｰ探査装置  ○    
4-2 - 電気探査器  ○  ○  2～3 機種を想定  
4-3 - 磁気探査器  ○   （各 1 台）  
4-4 - 電磁探査器  ○    
4-5 - 工業用内視鏡  －  ○  追加（1 台）  

5 建設機械類     
5-1 - 小型掘削機  ○  ○  掘削機としてまとめる  
5-2 - 掘削機  ○   （3 台）  
5-3 - フォークリフト  ○  ○  （2 台）  
5-4 - ローダー  ○  ○  （3 台）  
5-5 - トロッコ  －  ○  追加、優先度低い  
5-6 - ベルトコンベア  －  ○  追加（5 台）  

6 車両類     
6-1 - ミニバス  ○  ×  
6-2 - バン  ○  ×   取りやめ  
6-3 - ４WD ○  ×  

7 試験用機器     
7-1 - ｶﾞﾗｽ器具、薬品類  ○  ×  
7-2 - 土質力学試験器具  ○  ×   取りやめ  
7-3 - 実験室機材  ○  ×  

 
 上記検討結果を受けて、国内分析を行った結果、物理探査機材一式はイラン国へ輸出す

る際に、日本及び第三国における輸出許可が必要となり、現段階では許可証が確実に取得

できるか、或いは許可申請にどのくらいの期間を要するか確実に予測できない。したがっ

て、2006 年 3 月までに機材の納入が完了できない可能性があるとして本件の協力対象から

除外した。（資料８．その他の資料・情報 ②輸出規制に関する規制資料、参照）  
 
 
② 機材計画  
 機材の選定は、各機材の使用目的、使用場所、数量等について、イラン側との協議結果

を基に、その必要性と妥当性を検討し選定した。それぞれの機材内容及び選定の根拠は以

下のとおりである。  
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z 足場・傾斜面用要階段  

軽量で耐久性・操作性に優れ、錆の影響を受けにくい足場や、城壁や塔などの高所で

の調査活動や修復活動を安全かつ円滑に実施できる傾斜面用階段は、イラン国内では調

達不可能であり、調査内容や修復方法に関わらず必要な機材であることから、本件によ

り調達する。  
本件で調達する足場材等は高温下でも取り扱いが容易な枠組みタイプのものを選定

する。  
また、本件の対象機材から物理探査機材が除外されたことに伴い、傾斜面用階段材を

イラン側による当初の要望どおり 15 セット調達することとする。  
    足場材及び傾斜面用階段の使用予定場所については図 2.1 に示した。  
 
z 小型建設機械（掘削機、フォークリフト、ローダー）類  

遺跡内には、未だに膨大な日干し煉瓦が倒壊したまま残っている。レンガ撤去や整地

の作業効率を改善するため、遺跡内への侵入が可能な小型建設機械を調達する。  
 
掘削機については、対象地区への搬入や作業場所（城内の幅の狭い道路や集積場等）

の状況を考慮し、小型（全幅 1.6m 以下）で機動性の高い機種を選定する。地区内外の

崩壊瓦礫の掘削、撤去に使用するが、2 箇所程度の作業場所が想定される城内用に 2 台

（バケット容量 0.09m3）、城外用に１台（バケット容量 0.14m3）の配備とする。これ

により、現状の労務者数を活用して、集積・搬出量の作業能力を大幅に向上させること

が可能となる。  
 
フォークリフト（2.5 トンタイプ、全幅 1.6m 以下）は、城内外でのブロック塊やレン

ガ塊、足場材等の運搬に使用する。城内外で各 1 台の計 2 台を考える。  
 
ローダーは、崩壊レンガ量が膨大なことから、城壁内外の崩壊レンガの撤去・運搬を

掘削機と連携作業用として、城内用に小型タイプ（バケット容量 0.4m3、全幅 1.6m 以

下）のローダーを２台と、城外用には中型タイプ（バケット容量 1.3m3）を 1 台配備す

る。  
 

その他に、レンガを遺跡内で運搬するのに有効なベルトコンベアを導入する。先に述

べたように、倒壊したまま遺跡内部に残っているレンガの量は膨大であり、現在は作業

員が手押し車（一輪車）を使って細々とレンガを集積場まで運搬している。作業の効率

向上や作業員の負担軽減に効果的な点から導入対象とする。機種としてはエンジン駆動

形式の延長７ｍのものを 5 セット調達する。  
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③  調達機材の最終リスト 
以上から、最終の調達予定機材としては以下の機材を選定した。 
 

表 3.2 調達機材の最終リスト 

No. 機材名 主要仕様 数量 使用目的 

1 足場材 
枠組足場、筋違等サポート、補強単

管共、20m(L)×10m(H)／組 
10 組 

保存・修復作業 

 

2 傾斜面用階段材 
アルミ合金製階段、手摺及び支柱

共、L=50m／組 
15 組 

調査、保存、修復作

業 

3 掘削機    

3-1 

小型油圧ショベル

(1) 

城内用 

バケット 0.09m3 出力 19kW 以上 

クローラー型、キャブ仕様、エアコ

ン付き 

2 台 
城内の瓦礫掘削、撤

去作業 

3-2 

小型油圧ショベル

(2)  

城外用 

バケット 0.14m3 出力 26kW 以上 

クローラー型、キャブ仕様、エアコ

ン付き 

1 台 

城外の瓦礫掘削、撤

去作業 

 

4 フォークリフト 荷重 2.5 トン 2 台 
崩壊瓦礫の大塊の移

動、撤去、運搬 

5 ローダー    

5-1 
ホイールローダー  

城外用 

バケット 1.3m3 出力 63kW 

ホイール型、キャブ仕様、エアコン

付き 

1 台 

城外の瓦礫、城内か

ら搬出された瓦礫の

撤去、積込み作業 

5-2 
小型ホイールロー

ダー城内用 

バケット 0.4m3 出力 21kW 

ホイール型、キャブ仕様、エアコン

付き 

2 台 
城内の瓦礫の撤去、

移動、積込み作業 

6 ベルトコンベア 
長さ 7m、ベルト幅 350mm、エンジン、

ポータブル 
5 台 

城内の瓦礫の撤去、

運搬、積込み作業 

 

 
3-2-3 基本設計図 

 調達機材の保管・収納場所は次のとおりである。図 3.2、3.3 参照。 
 

z 足場材・傾斜面用階段材：バム事務所並びの公園（使用許可取得地）及びキャンプ 
  内保管庫 

z 建設機械類：城塞西側の新規取得用地の建機ガレージ 
 
 
 



 
イラン国バム遺跡修復・保存機材整備計画 

基本設計調査 

20 

 
 

 

 

建設機械保管場所 
（赤色エリアの一角：140m2）

足場材及び傾斜面用
階段材置場（460m2）

注）赤色エリア（新規取得用地）には、プロジェクト事務所、宿舎及び建機用のガレージ

等を建設予定である。 
 

図 3.2 調達機材の収納・保管予定地  
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        ① 建設機械用ガレージ図（面積：A=19.2m×7.3m＝140.16m2≒140m2） 
 
 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
             

② 足場材、傾斜面用階段材保管場所 
 
 

図 3.3  建設機械用ガレージ及び足場材・傾斜面用階段材保管予定地 
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足場材、傾斜面用階段材保管場所

（26.5m×17.3m≒460m2） 
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3-2-4 調達計画  

3-2-4-1 調達方針  

（１）事業実施主体  
 本計画が、日本国政府の無償資金協力により実施される場合、実施組織の全体的な関係

は下図のとおりである。  
 
 
 
 
     

                          

機材調達契約  
 

 
 
 
 
 
                   図 3.4 事業実施関連図  
 
  イラン側の本計画実施担当機関は、イラン文化遺産・観光庁（ ICHTO）である。その

最高責任者は庁長であるが、最近の機構改革により、副大統領が兼任している。また、実

務を担当するのは、バム現場事務所（Arg-e-Bam Research Foundation Project Office）
である。テヘランにも本部バム事務所がある。無償資金協力のシステムに従い、実施設計

及び調達監理は日本のコンサルタントが担当し、本計画機材の調達については日本法人の

納入業者が主契約者となる。  
 
（２）コンサルタント  
 
 E／N 締結後、本計画の実施機関であるイラン文化遺産・観光庁は、日本のコンサルタ

ントとの間で役務契約（コンサルタント契約）を締結する。イラン文化遺産・観光庁と契

約したコンサルタントは、本計画機材の実施設計、入札図書作成、入札指導、調達監理、

検収（性能確認）等のエンジニアリングサービスを行い、本計画機材の引渡し完了まで責

任を負う。  
 

日本国政府  

国際協力機構  

日本のコンサルタント会社  
・ 実施設計  
・ 入札図書作成  
・ 機材調達監理  
・ 検収・初期指導操作監理

イラン国政府  

実施機関  
（イラン文化遺産・観光庁）

日本の納入業者  
・ 機材調達  
・ 輸送・納入  
・ 初期指導操作  

コンサルタント契約

機材調達監理  

交換公文 (E/N) 

各契約書の承認  
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（３）機材納入業者  
 
 入札参加資格制限付一般競争入札により、要求された品質について審査に合格し、落札

した納入業者は、イラン文化遺産・観光庁との間で、本計画機材の納入に関する契約を締

結する。納入業者は、契約に決められた納期内に、イラン文化遺産・観光庁が要求する機

材の納入、初期指導操作を実施する。  
 
3-2-4-2  調達上の留意事項  
 
 イラン文化遺産・観光庁は、日本の無償資金協力による機材調達に関する経験を有して

いない。そのため、コンサルタンツ契約をはじめ、機材の調達監理の各段階においてその

手順等についてイラン文化遺産・観光庁側と十分説明・協議を行い、各作業の遅れや抜け

がないよう十分留意する。  
 
 日本から調達される機材は、海上輸送でイラン国南部のホルムズ海峡に面したバンダ

ル・アッバス港（Bandar Abbas Port）まで運搬され、通関後、国内輸送により引渡し場

所のバム遺跡事務所に搬送される。機材納入業者は、海上輸送、通関・陸揚げ、国内輸送

段階に起こり得る破損、盗難当による瑕疵責任について、イラン側との間で問題が生じな

いよう対策をとる必要がある。  
 
3-2-4-3 調達・据付区分  
  
 機材の引渡し場所となるバム遺跡事務所までの輸送で必要となる海上輸送費及び国内輸

送費を含む調達コストは、日本側負担である。これに対し、機材の輸入に係る免税措置、

通関に係る費用については、イラン側負担となる。  
 
3-2-4-4 調達監理計画  
  
（１） 調達監理の基本方針  
  
 本計画を日本国政府の無償資金協力で実施する場合、実施設計及び調達監理を遂行する

に当たっては、特に以下の事項に留意して、調達監理の経験豊富な担当者を配した実施体

制をつくる。  
 
 １．業務実施の策定に至る背景  
 ２．基本設計調査報告書  
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 ３．無償資金協力の仕組み  
 ４．二国間で締結された交換公文書  
 
 以上を踏まえ、実施設計、調達監理業務の内容、担当、留意点いついての概要を示す。  
 
（２） 業務内容  
 
 E／N 締結後、E／N に示された業務範囲において、コンサルタントは本プロジェクトの

実施機関との間で、コンサルタント契約を締結する。その業務内容は、概略以下のとおり

である。  
 

１） 実施設計業務  
 

・ コンサルタント契約（現地）、認証（日本）  
・ A／P 発行業務の推進（現地）  
・ 計画内容最終確認及び入札図書の作成・協議（現地・日本）  
・ 入札図書に対するイラン側の承認取得（現地）  
・ 入札公示及び入札図書の配布（日本）  
・ 入札の実施、入札結果の評価及び報告、承認（日本）  
・ 業者契約立会い（日本）、認証（日本）  
・ イラン側負担事項の確認（現地／日本）  

 
２） 機材調達監理業務  
 

・ 調達発注書の発行確認  
・ 調達状況の確認  
・ 工場出荷前検査／船積前検査  
・ 進捗状況報告  
・ 現地引渡検査  
・ 完了届の作成  

 
３） 初期指導操作  
 
 調達機材について、コンサルタント技術者の指導下で納入メーカーの資材・機械技術

者により現地組立・解体指導、初期運転指導、機材の予防整備・維持管理整備に関する

指導を実施する。  
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（３） 業務上の留意点  
 

１） 基本設計調査段階で明らかにされた機材調達条件に変更がないか確認する。  
２） 無償資金協力の機材案件としての目的に沿うべく、計画内容最終確認時にイラン

側と十分な打合せを行い、詳細設計を含めた入札図書として、イラン側の承認を

得る。  
 

3-2-4-5 品質管理計画  
  
 品質管理については、機材仕様を厳守させ、製品（工場）検査、出荷前検査、船積み前

機材照合検査（専門業者に委託）を十分行い、契約書・仕様書に合致した機材（製品）で

あることを確認する。船積み前検査は第三者機関に委託する予定である。  
 
3-2-4-6   機材調達計画  
 
（１） 調達先  
   
  調達先について、イラン文化遺産・観光庁およびバム事務所と協議を行ったが、バム

事務所は足場等の資機材は所有しているが、修復用の建機類は有していない。しかし、今

回調達予定の建機類については性能、品質で勝る日本製を希望している。  
 要請機材について、日本製品の品質、性能、導入後のサービス体制、部品補給体制を現

地において調査したが、特に問題はなく、またイラン文化遺産・観光庁が強く要望してい

る早期調達の点で納期の信頼性が高いことも併せ、調達先は原則として日本とする。  
 
 下表に示すように、有力日本製品メーカーの現地代理店は充実しており、サービス体制

は万全である。これらの代理店を調査したが、機材の維持管理技術レベル、補給部品調達

等いずれの面からも問題ないと判断された。  
 

表 3.3  機材主要現地代理店一覧  
代理店名  主要拠点  取扱メーカー製品  

Mahvar 社  テヘラン  コマツフォークリフト  
Hamkar Machine 社  テヘラン、ケルマン  三菱重工／新ｷｬﾀﾋﾟﾗ三菱  
Hamrah Machine 社  テヘラン  日立建機、三菱ﾓｰﾀｰｸﾞﾚｰﾀﾞｰ 
Toront 社  テヘラン  コベルコ  

   出典）現地聞取り調査  
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（２） スペアパーツ  
 
 建機については初期 2,000 時間相当（2 年間）の間に交換を必要とする下記定期整備用

部品、短期消耗品を中心に、スペアパーツを同時に調達し、供与機材の稼働率向上を図る。  
 
 １）定期整備部品  
   エンジンオイルフィルター、エンジンオイルクーラーエレメント、燃料フィルター

エレメント、油圧オイルフィルター、ブリーザー、エアークリーナー、エアーフィ

ルターエレメント、ストレーナー、V ベルト、ホースアッセンブリ等  
 
 ２）短期消耗品  
   カッティングエッジ（ボルト、ナット付）、サイドカッター（ボルト、ナット付）等  
 
3-2-4-7 実施工程  

 本プロジェクトの業務実施工程は、我が国の無償資金協力に基づき、概ね下表のとおり

である。  
 

         表 3.4 業務実施工程  

通算月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

　　▼　交換公文調印（E/N)

▼　コンサルタント契約

　　　 計画最終確認

実 　入札図書作成

施 　　 入札図書承認

設 ▽ 入札公示

計 　質問・回答

入札、入札評価

▼ 業者契約

業者打合せ等

調  機材製造・調達

達 　　　 出荷前検査（出荷前、船積前）

監 機材輸送（海上、国内）

理 ▼ 検収・引渡し
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3-3 相手国側分担事業の概要  
 
 本計画が無償資金協力として実施される場合の、イラン側負担（担当）事項は以下のと

おりである。  
 
（１）銀行取極め（B／A）に基づく、日本の銀行に対する手数料の支払い。  
（２）本計画に関わる日本人が、業務遂行のため、イラン国へ入国・滞在すること、及び

政府関係機関を訪問することに対する便宜供与  
（３）本計画に関わる日本法人及び日本人に対する、関税及びその他イラン内税（消費税

は除く）の免除  
（４）本計画に係る調達機材が、バンダル・アッバス港に到着した際の速やかな通関業務

に必要な手続き書類の作成及び関係機関への配布  
（５）本計画で調達される機材の適正かつ効果的な使用及び維持管理  
（６）本計画の無償資金協力として日本側が負担する以外の全ての費用負担  
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3-4  プロジェクトの運営・維持管理計画  
 
（１） 機材の維持管理体制  
 
 機材の維持管理体制に関しては、バム事務所は建機類を有しておらず、従来より建機を

使用するような工事・作業については外部委託で対応していた。今回の建機調達に対して

は、バム事務所の組織の中の Workshop Department（工事部）にオペレーター（3 名）、

メカニック（1 名）、及びテクニッシャン（1 名）の要員を確保し維持管理を担当する。た

だし、建機の維持管理（定期整備、現場で対応できない修理等）は外部委託により実施す

るが、日常的な維持管理業務については、メカニックが担当する。建機以外の足場材や傾

斜面用階段材についても、現況同様に Workshop Department が維持管理を担当する。  
 新規導入となる建設機械の維持管理体制は次のとおりである。  
 
 １） 整備工場  
 
 建機の維持管理については、機材収納保管場所（現況公園）箇所に整備スペースを確保

し、メカニックが日常的な点検や整備を担当する。それ以外の定期点検的なメンテナンス

については、外部業者に委託する。  
 
 ２） 日常点検  
 
 日常点検は、日常点検表に従って、オペレーターが点検し、稼動時間および燃料、油脂

の消費量を補給する度に記録する。また不具合の兆候があればそれも含めて日常点検記録

表に記載するとともに、現場のメカニックやテクニッシャンに報告する。この日常点検表

は、整理し、外部委託の定期整備が実施される際の確認に供する。  
 

３） 定期整備  
 
 定期整備は、外部契約の委託業者（メーカーのメンテナンス担当会社）の派遣技術者に

より実施される。定期整備の実施場所は建機収納場所（ガレージ）とする。  
バム事務所のメカニックは日常点検表や各機材の状況を、定期整備の際に業者に報告し、

機材の良好な機能維持に努める。定期整備の段階で必要な部品があれば事前に調達を依頼

し、定期整備時に交換・修理を依頼する。定期整備段階で大規模な修理が必要と判断され

た場合には、メーカーの工場等へ搬送し、修理を受ける。  
 

４） 修理作業  
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オペレーターの点検により、燃料、油脂類の漏れや急激な消費量の増大等も含め、機材の

作業性能に異常が認められる場合は、メカニックに不具合の点検、修理を依頼する。メカ

ニックは、その原因を調査し、修理を行うとともに、異常の内容、修理の手順、必要工数、

交換部品及び修理期間等を修理表に記載して、実施内容を報告する。同報告書には、使用

した部品の番号、部品名、個数も記載する。現場で不具合の原因が特定できない場合、ま

た現場では修理が不可能と判断された場合には、メンテナンス契約先の代理店に連絡し、

至急修理を依頼する。修理後には車歴簿に修理の内容として、費用や修理披瀝を記録し、

保存する。  
 

  ５） スペアパーツの管理  
 

 スペアパーツの管理は、メーカー名、品番、部品名、在庫個数、在庫場所等をカードシ

ステムとコンピューターの併用で管理する。定期点検整備用交換部品及び交換が予想され

る消耗部品等については、今後は年度初めに調達計画を策定し、予算申請して調達するシ

ステムを採用する。  
 

（２） 人員計画  
 
 バム遺跡の修復・保存に直接関わるのは、バム遺跡事務所の専門家、研究者、その他ス

タッフである。今回計画で導入予定の足場材・傾斜面用階段材及び建機類については工事

部が維持管理を担当する。現在、部の責任者と現場責任者（主にワーカーを監督）は各１

名であるが、今後この部署に３名の建機オペレーターと１名のメカニック、及び１名のメ

カニックを新規に配属し、建機の維持管理を担当する。併せて、建機収納場所として予定

される公園跡地に簡単なガレージを建設し、日常点検を行うとともに、詰め所とする。足

場材・傾斜面用階段材及び物理探査機材に対する維持管理要員（ワーカーは除く）の現況

スタッフで対応する予定である。  
バム事務所の要員計画は次のとおりである。  

 
表 3.5  バム事務所の要員計画（カッコ内は増員予定数）  

部 署  職 員  技術者 /専門家  建機ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ 運転手  ワーカー  合計  
総務部  1   2  3 
財務部  3     3 
営繕部      5 5 
実験室   4   2 6 
技術部   11   1 12 
工事部   (2) (3)  70 70+(5) 

計  4 15+(2) (3) 2 78 99+(5) 
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（３） 予 算  
 
 ICHTO バム事務所の予算は、人件費、管理費等の運営費と補修工事費で構成される。

2001 年～2004 年の予算推移を示すと下表のとおりである。今年度は、修復に関する調査

が進められており、その人件費（専門家、研究者の増員・派遣）が急増している。地震後

の復旧作業のためバム事務所の予算は優先的に割り当てられることとなっており、今後の

要員増に伴う人件費や建機の維持管理費を含め、必要な予算は充当される見込みである。  
 
     表 3.6  ICHTO バム事務所の予算推移（2001～2004 年度）  

 (単位：百万ｲﾗﾝﾘｱﾙ、 2004 年 8 月現在  ) 

費 目  2001 2002 2003 2004 

 人件費  800M 900M 540M 3,920M 

 施設維持管理費  - - - - 

 機材維持管理費  150M 30M 20M - 

 事務所経費  60M 30M 20M 500M 

 補修工事費  480M 300M 70M 120M 

合 計  1,700M.IRS 1,500M.IRS 1,300M.IRS (4,520M.IRS) 
出典）Source：Bam Project Office, ICHTO. 

注）2004 年度については、2004 年 1 月～8 月分の累計である。  
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3-5  プロジェクトの概算事業費  

3-5-1 協力対象事業の概算事業費  

  本協力対象事業を実施する場合に必要となる事業費総額は 1.16 億円となり、先に述べ

た日本とイラン国との負担区分に基づく双方の経費内訳は、下記（3）に示す積算条件に

よれば、次のとおりと見積もられる。  
 
（１） 日本側負担経費  
  日本側の負担経費としては、下表に示すように機材本体費の他に、梱包費、現地まで

の輸送費、及び初期指導に関する技術者派遣費等である。なお、概算事業費は即交換公

文上の供与限度額を示すものではない。  
 
         表 3.7   概算事業費       約 113 百万円  

費 目  概算事業費（百万円）  
建設資材  48 

機   材  
建設機械  44 

   92 

実施設計・調達監理    21 
 
（２） イラン国負担経費  
  建設機械の保管場所となるガレージ（面積：140m2）は遺跡西側の新規取得地区の一

角に事務所、宿舎などとともに建設予定である。  

①  建機ガレージ建設費： US$28,000 （3,074 千円）  

それ以外の費用として、船荷到着時の通関費用、通関時の機材保管費用、その他事務

手続き費用等通関費やその他の事務手続費については、本プロジェクトが Government 
Council （閣議に相当）の承認を得て、無税扱いの文書が発行されれば、通関費や通関

時の船荷保管料が無料扱いとなることも可能である。  
 
（３） 積算条件  
  ① 積算時点     ： 2004 年９月  
  ② 為替交換レート   ： US＄1.00 ＝ ￥109.80 
  ③ 施工期間         ： 単年度による事業とし、詳細設計、機材調達の期間は実施

工程に示したとおりである。  
  ④  その他     ：  本プロジェクトは、日本国政府の無償資金協力の制度     

に従い、実施されるものとする。  
 
3-5-2 運営・維持管理費  
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 今回の機材供与に伴い、イラン側が負担すべき運営・維持管理費としては建機に関して、

以下の項目が必要となる。  
 

（１） 建機維持管理費の確保：維持修理費、燃料費・油脂費  
（２） 建機維持管理要員の人件費：オペレーター、メカニック、テクニッシャン  

 
下表から、新たに必要な建機に関する運営・維持管理費は、年間約 3.83 百万円（スペア

パーツ等消耗品購入、外部委託費含む）と見積もられる。これは、バム事務所の 2004 年

度（3 月～8 月までの年度前半分）の修復予算の約 3％であり、現状の予算の範囲内で十分

カバーできる金額である。また、政府はバム遺跡の復旧には優先的に予算をつけているこ

とから、運営・維持管理費の増額についても問題ないと考えられる。費用の内訳について

は、資料８ .①を参照。  
 

表 3.8  運営・維持管理費見積り                （単位：千円）  

 
掘削機  

①  
(0.09m3) 

掘削機  
②  

(0.14 m3) 

ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ 
(2.5t) 

ローダー  
①  

(1.30 m3) 

ローダー  
②  

(0.40 m3) 

ﾍﾞﾙﾄｺﾝﾍﾞｱ 
(W=350mm,

L=7m) 
合   計  

(1)-1 維持修理費  356 229 208 439 438 225 1,895 
(1)-2 燃料・油脂費  46 32 156 59 40 25 358 

小    計  402 261 364   498   478     250 2,253 
(2) 運用人員     
人  保守要員  1,581 －  1,581 

技術要員     件  
費  

小    計  1,581 －  1,581 
合     計  3,584 250  3,834 

注）人件費は 5 人分まとめた費用である。（ ICHTO バム事務所からの聞取りによる。）  
 
 
3-6  協力対象事業に当たっての留意事項  
  

本件により調達する機材はバム遺跡（Arg-e-Bam）の修復・保存のためにのみ活用され

ることとしているが、長期間使用の後、処分する場合や一時的であっても別の目的あるい

はサイトのために使用する場合には、イラン側は事前に必ず現地の日本大使館に相談し、

承認を得ることとする。  



 
 
 
 
 
 
 

 
 

第４章 プロジェクトの妥当性の検証
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第４章 プロジェクトの妥当性の検証  
4-1 プロジェクトの効果  

 本プロジェクトの目的は、地震により崩壊したバム遺跡の修復・保存作業に必要な機材

の調達である。プロジェクト実施により期待できる効果は以下のとおりである。  
 

1) 直接効果  
高位部や壁部の地震被害の実態把握が進むことや、震災でバム城内を埋め尽くして

いる崩壊レンガ等の瓦礫の移動、撤去作業の効率が増すことにより、修復・保存作業

が促進される。  
 
2) 間接効果  

アルゲ・バム来訪者が回復し、バム市観光業の復活や地域経済の活性化に貢献する。  
 

表 4.1  計画実施による効果  
現状と問題点  本計画での対策  計画の効果・改善程度  

１．地震による崩壊瓦

礫の量が膨大であり、

修復・保全事業を開始

するにはこれらの瓦礫

を効率よく除去する必

要がある。現在、人力

により城塞内の主要道

路部の瓦礫除去が進め

られているが、建設機

械の導入などによるス

ピードアップが必要で

ある。  

①城塞内の瓦礫除去のために、主

要道路（２ｍ以下）を走行可能で

機動性に富む小型掘削機（機械幅

1.6m）と小型ローダー（機械幅

1.6m）を各 2 台及び足場材やブロ

ック塊の運搬・除去のためにフォ

ークリフトを 1 台調達する。  
②城外での作業用に、小型掘削機

及び中型ローダー、フォークリフ

トを各 1 台調達する。  
③城内での連続した瓦礫搬出用に

ベルトコンベアを 5 台（延長計

35m）調達する。  

①建設機械の導入により、城

塞内の道路からの瓦礫除去・

搬出能力（現状 30m3／日程

度）が向上する。  
②建設機械の導入により、城

壁内のブロック割（面積 5,000
～10,000m2／ﾌﾞﾛｯｸ）からの瓦

礫除去・搬出スピード（現状

では１ﾌﾞﾛｯｸ当り１年程度、総

計で 20 年程度掛る見込み）が

向上する。  
③城壁外の瓦礫除去・搬出作

業能力が向上する。  
２ ． 城 壁 や 高 位 部

（Governor ’s Area）の

崩壊状況調査や修復作

業を行うには、アクセ

ス用の足場材や傾斜面

用 階 段 材 が 必 要 で あ

る。既存の足場材は、

炎天下では手で触れな

いくらい熱くなり、ま

た、留め具等の扱いが

煩雑であり作業能率が

低いため、作業の能率

アップが必要である。  

①足場材の着脱が短時間で実施で

きる枠組み足場を 10 組（1 組の足

場面積： 20m（L）×10m（H））

調達する。  
②高位部へのアクセス用に軽量の

傾斜面用階段材を 15 組（１組の階

段材延長：50m）調達する。  

①着脱が短時間で行える足場

材の導入により、崩壊状況調

査や修復・保全作業がスピー

ド ア ッ プ す る と と も に 、 調

査・修復作業箇所が増大する。 
②傾斜面用階段材の導入によ

り、調査や修復作業が困難で

あったところへのアクセスが

容易になり、崩壊状況調査や

修復作業が効率良く実施でき

る。  
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4-2 課題・提言  

本プロジェクトの実施により、前項に示した効果が期待できるが、この効果発現を確実・

持続あるものとするためには、以下の課題への対応が必要である。  
 
①  バム遺跡は地震の被害が甚大であったことから、現在、優先プロジェクトに指定さ

れ、予算・人員の増強が図られているが、同遺跡の復旧・修復には長期的な取り組

みが不可欠である。したがって、バム遺跡の復旧・修復については震災復興の一環

としての一時的な増額・増員ではなく、ペルセポリス遺跡保存事業等のように恒常

的な国家優先事業として位置づけ、現在のレベルの予算・人員が将来においても確

保されていくことが重要である。  

②  実施機関においては、建設機械の導入は初めてであるが、建設機械を適切に運営・

維持管理するために、担当職員（オペレーター、メカニック、テクニッシャン）は、

初期操作指導時の研修受講以後も、建機の有効利用のため、維持管理技術の向上に

努めることが必要である。  

③  バム遺跡はユネスコの世界遺産に登録されたばかりであり、以前にもまして注目を

集めている。同遺跡は市民の誇りであり、震災により被害を受けたバム市民の心の

支えでもあることから、ユネスコや他ドナー、地元市民と協調関係の下で、バム遺

跡を復興のシンボルとして着実な修復・保存作業を進めることが必要である。  
 
 

4-3 プロジェクトの妥当性  

 バム遺跡の修復計画の大綱に対し、我が国の無償資金協力により整備される機材は、遺

跡の修復・保存作業に大いに効果的であり、イラン側の維持管理の実施能力の面でも問題

がないことから、以下のように本計画の実施は妥当と判断する。  
 

①  バム遺跡の修復計画（大綱）を支援する機材であり、効率的な調査や遺跡の修復・

保存作業の進捗度が向上し、地震による遺跡の再建・復興に大いに貢献する。  

②  地震の直接被害者である多数のバム市民（6 万人）はバム遺跡を誇りとしており、

バム遺跡の修復・保全作業の推進は、市民の復興への意欲や精神面での安定を大い

に向上させる。  

③  バム遺跡は地震や世界遺産登録（ユネスコ）により関心を集めており、機材整備に

よる遺跡の修復・保全作業の推進は、観光客の遺跡訪問を早期に実現可能とすると

ともに、地元経済への貢献も期待される。  
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④  バム遺跡への建設機械の導入は初めてであるが、必要となるオペレーター等の要員

や維持管理費の手当てを行う予定であり、実施体制においても問題はない。  

⑤  環境への悪影響はない。  

⑥  我が国の無償資金協力の制度上、本計画を実施することに問題は生じない。  
 
 
4-4 結論  

本プロジェクトは、前述のように多大な効果が期待されると同時に、本プロジェクトが

地震により崩壊したバム遺跡の修復・保存に大いに有効であり、また、バム市民の誇りで

もあるバム遺跡の復興は震災により被害を受けた市民への励ましともなることから、遺跡

の修復・保存事業の一部に対して、我が国の無償資金協力を実施することは妥当性があり、

効果的と判断される。  
さらに、本プロジェクトの運営・維持管理についても、相手国側体制は現行の実施体制

を基本とすることで問題ないと考えられるが、課題・提言述べたような点が推進されるこ

とにより、バム遺跡の修復・保全事業はさらに円滑かつ効果的に実施されると考えられる。  
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１．調査団員・氏名 
 
 （１）現地調査団：2004年8月10日～9月8日 

団員氏名 担 当 所 属 
朝熊 由美子 団 長 国際協力機構 

無償資金協力部第２部業務第 2 ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

生活環境改善チーム 
坂梨 良介 業務主任／機材計画１ 太陽コンサルタンツ株式会社 

海外事業本部 
田村 文雄 機材計画２／積算／調達計画 太陽コンサルタンツ株式会社 

海外事業本部 
 
 
 
 （２）基本設計概要説明調査団：2004年11月7日～11月18日 

団員氏名 担 当 所 属 
朝熊 由美子 団 長 国際協力機構 

東京国際センター  
社会開発チーム 

坂梨 良介 業務主任／機材計画１ 太陽コンサルタンツ株式会社 
海外事業本部 
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２．調査行程 
（１）現地調査：2004年8月10日～9月8日 

 現 地 調 査 日 程 

作 業 内 容 日 
順 

月日 
曜 
日 

行 程 
団 長 業務主任／機材計画１ 機材計画２/調達計画/積算 

宿泊地 

1 8月10日 火 
羽田⇒関西空港 

関西空港⇒ 

移動（21：00/JL1321/22：15） 
移動（23：20/JL5099⇒ ） 

 機中 

2 11日 水 ⇒ﾄﾞﾊﾞｲ⇒ﾃﾍﾗﾝ 
移動（JL5099/05:15 ⇒ 07：45/EK971/10：15） 
大使館表敬、イラン文化遺跡庁表敬・協議 

 テヘラン 

3 12日 木  日本大使館にて情報収集、安全管理ブリーフィング テヘラン 

4 13日 金 
ﾃﾍﾗﾝ⇒ｹﾙﾏﾝ 

ｹﾙﾏﾝ⇒バム 

移動（10：00/IR472/11：25） 
ケルマン州政府（副知事）表敬、バムへ移動 

 バム 

5 14日 土  ICHTOバム事務所表敬・協議、現地視察、バム市長表敬 バム 

ﾊﾞﾑ⇒ｹﾙﾏﾝ⇒ﾃﾍﾗﾝ 
6 15日 日 

（団長、業主） 
 既存機材確認調査 ﾃﾍﾗﾝ/ﾊﾞﾑ 

7 16日 月  ICHTO協議  同上 ﾃﾍﾗﾝ/ﾊﾞﾑ 

8 17日 火  ユネスコ事務所表敬・協議 既存機材O/M状況調査 ﾃﾍﾗﾝ/ﾊﾞﾑ 

9 18日 水  ICHTO協議、ミニッツ署名 同上 ﾃﾍﾗﾝ/ﾊﾞﾑ 

10 19日 木 
ﾃﾍﾗﾝ⇒ﾊﾞｰﾚｰﾝ 

（団長） 
日本大使館報告 

移動 機材資料収集 
機材収納場所確認 ﾃﾍﾗﾝ/ﾊﾞﾑ 

11 20日 金 
ﾃﾍﾗﾝ⇒ｹﾙﾏﾝ⇒ﾊﾞﾑ 

（業主） 
 移動 資料整理 バム 

12 21日 土   ICHTOﾊﾞﾑ現地事務所協議、周辺遺跡確認等 バム 

13 22日 日   ICHTOﾊﾞﾑ現地事務所協議、現場踏査 バム 

14 23日 月 バム⇒ｹﾙﾏﾝ  ICHTOﾊﾞﾑ現地事務所協議、ｹﾙﾏﾝ州副知事表敬 ケルマン 

15 24日 火 ｹﾙﾏﾝ⇒ﾃﾍﾗﾝ  建設機械会社(代理店)訪問、移動 テヘラン 

16 25日 水   建設機械会社(代理店)訪問、機材･輸送会社資料収集 テヘラン 

17 26日 木   日本大使館報告（中間）  テヘラン 

18 27日 金   収集資料整理  テヘラン 

19 28日 土   ICHTOﾊﾞﾑ・ﾃﾍﾗﾝ事務所協議、ICHTO国際部協議 テヘラン 

20 29日 日   ICHTOﾊﾞﾑ・ﾃﾍﾗﾝ事務所協議、Import Office訪問 テヘラン 

21 30日 月 （祝日）  ICHTOﾊﾞﾑ・ﾃﾍﾗﾝ事務所協議 テヘラン 

22 31日 火   PSO事務所及びTTO事務所訪問、ICHTO国際部協議 テヘラン 

23 9月1日 水   ICHTO計画部訪問・情報収集 テヘラン 

24 2日 木   建設機械・運送会社調査  テヘラン 

25 3日 金 ﾃﾍﾗﾝ⇒ﾊﾞﾝﾀﾞﾙｱｯﾊﾞｽ  移動  ﾊﾞﾝﾀﾞﾙｱｯﾊﾞｽ 

26 4日 土 ﾊﾞﾝﾀﾞﾙｱｯﾊﾞｽ⇒ﾃﾍﾗﾝ  PSO及びTTO現地事務所訪問、ﾊﾞﾝﾀﾞﾙｱｯﾊﾞｽ港視察 テヘラン 

27 5日 日   収集資料整理  テヘラン 

28 6日 月   建設機械・運送会社調査、現地報告書作成 テヘラン 

29 7日 火 テヘラン⇒ドバイ  ICHTO計画部協議、日本大使館報告、移動 機中 

30 8日 水 ﾄﾞﾊﾞｲ⇒関空⇒羽田  移動（02：30/JL5090/17：00⇒18：40/JL1316/19：45） － 

注1） 調査団長は8月19日にイラン国を出国し、次の調査地(エジプト）へ向け移動 
注2） ICHTO：イラン文化遺産・観光庁（Iranian Cultural Heritage and Tourism Organization） 

PSO：Port and Shipping Organization, Min. of Road and Transportation 
TTO：Transportation and Terminals Organization, Min. of Road and Transportation 

注3） 「業主」は業務主任の略 
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（2）基本設計概要調査：2004 年 11 月 7 日～18 日 
 
    

   基 本 設 計 概 要 説 明 調 査 日 程  

       

日 曜 作 業 内 容 宿泊地 

順 
月日 

日 
行 程 

団  長 業務主任／機材計画１  

1 11 月 7 日 日 羽田⇒関西空港⇒  移動（EK6251⇒EK317） 機中 

2 8 日 月 ⇒ﾄﾞﾊﾞｲ⇒ﾃﾍﾗﾝ  移動（EK317⇒EK971） テヘラン 

      大使館表敬  

3 9 日 火   ICHTO 訪問／DBD 説明・協議 テヘラン 

4 10 日 水   ICHTO 訪問／DBD 説明・協議 テヘラン 

5 11 日 木   バム事務所訪問準備 テヘラン 

6 12 日 金 成田⇒ﾊﾞﾝｺｸ⇒ﾄﾞﾊﾞｲ 移動(JL717⇒TG517） 資料整理 機中/ﾃﾍﾗﾝ 

7 13 日 土 ﾄﾞﾊﾞｲ⇒ﾃﾍﾗﾝ（団長） 移動(EK975),ICHTO 表敬･協議 ICHTO 表敬・協議 ﾃﾍﾗﾝ/ﾊﾞﾑ 

    ﾃﾍﾗﾝ⇒ﾊﾞﾑ（業主） ミニッツ作成 （バム移動）  

8 14 日 日 ﾊﾞﾑ⇒ﾃﾍﾗﾝ（業主） ミニッツ作成 バム遺跡調査 （ﾃﾍﾗﾝ移動） テヘラン 

9 15 日 月  ﾕﾈｽｺ事務所表敬、日本大使館表敬 同左 テヘラン 

10 16 日 火 ﾃﾍﾗﾝ⇒ﾄﾞﾊﾞｲ（団長） ﾐﾆｯﾂ協議･署名、日本大使館報告 ﾐﾆｯﾂ協議、日本大使館報告 機中/ﾃﾍﾗﾝ 

     （移動／EK978）   

11 17 日 水 ﾄﾞﾊﾞｲ⇒関空⇒羽田 移動（EK316⇒JL1316） ICHTO 打合せ、資料収集 機中 

    ﾃﾍﾗﾝ⇒ﾄﾞﾊﾞｲ（業主）  （移動／EK978）  

12 18 日 木 ﾄﾞﾊﾞｲ⇒関空⇒羽田  移動(EK316⇒EK6252)  

       

 注 1） ICHTO：イラン文化遺産・観光庁（Iranian Cultural Heritage and Tourism Organization） 

 注 2） 利用飛行機の出発・到着時刻は次のとおりである。   

  ・EK6251:羽田／20:40⇒関西空港／21:55   

  ・EK 317:関西空港／23:20⇒ﾄﾞﾊﾞｲ／05:15   

  ・EK 971:ﾄﾞﾊﾞｲ／0745⇒ﾃﾍﾗﾝ／10:15   

  ・JL 717:成田／10:55⇒ﾊﾞﾝｺｸ／15:55   

  ・TG 517:ﾊﾞﾝｺｸ／17:50⇒ﾄﾞﾊﾞｲ／21:50   

  ・EK 975:ﾄﾞﾊﾞｲ／01:15⇒ﾃﾍﾗﾝ／02:55   

  ・EK 978:ﾃﾍﾗﾝ／21:20⇒ﾄﾞﾊﾞｲ／23:55   

  ・EK 316:ﾄﾞﾊﾞｲ／02:35⇒関西空港／16:25   

  ・JL1316/EK6252:関西空港／18:30⇒羽田／19:35   

 注 3） 「団長」は調査団長（JICA)、「業主」は業務主任（ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ）の略  
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３．関係者（面会者）リスト：（敬称略） 
（１）イラン国関係者 

1）イラン文化遺産･観光庁 (Iran Cultural Heritage and Tourism Organization:  
         ICHTO) 
 
Seyyed Mohammad Beheshti Vice President（次官） 
 
Rasool Vatandoust  Director, 

Research Center for Conservation of Cultural Relics 
(RCCCR)、 
Department of International & Cultural Relations 
 

 Mojdeh Momenzadeh  Assistant Director 
Department of International & Cultural Relations  

 
 Eskandar Mokhtari  Director, 

Recovery Project on Bam’s Cultural Heritage 
  

Shirin Shad Assistant Director of Tehran Technical Office 
  

Hadi Ahmadi   Internal Manager, Arg-e-BamOffice 
 
 Manijeh Hadian Dehkordi Head of Laboratory, Arg-e-Bam Office 
 
 Narges Ahmady   Archaeologist, Arg-e-Bam Office 
 

Mansor Asadi Responsible for Workshop, Arg-e-Bam Office 
 
 Jim Kennedy   Volunteer Expert, Arg-e-Bam Office 
 
 Sayed Mostafa Ghashemy Deputy Director, Department of Planning, 

Statistics and Information 
 

2）道路省（Ministry of Road） 
 ① Terminals and Transportation Organization(TTO) ：ターミナル・運輸庁 
 Chasem Bagheri   Deputy of Goods & Passenger  

Transportation Office、Tehran Head Quarter 
 

 Mahdi Hosseini   Director General of Hormozgan, B-Abbas  
      Office 
 
 ② Port & Shipping Organization (PTO)：港湾・船舶庁 
 R. Behzadian   Staff, Export Tariff Office, Tehran H.Q. 
 Hosein Cheraghi   Terminal Expert, B-Abbas Office 
 Majtaba Khoshniat  Planning Manager, B-Abbas Office 
 
3）財務省（Ministry of Finance） 
 ① Import Office：  
 Ali Jahanshahi   Deputy of Managing Director, 

Import Office, Tehran H.Q. 
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 Mohammad Qolizadeh   Expert of Import Office 
 

4) ケルマン州政府 
 M. J. Fadaee    Governor General’s Deputy 
 Akhgar Alavi    Office Director of Mr Fadaee 
 Fakoor Pass    Office Staff 
 Abdol Hossein Maghfory   Office Staff 
 
5）バム市政府 
 A. Bagherizadeh    バム市長 
 Akbar Arivi    秘書長 
 Fakoor Pass    秘書課 
 Abdol Hossein Maghfory   課員 

   
（２）日本国関係者 
  1）在イラン国日本国大使館 
 伊藤 秀樹    公使 

松尾 弘子    一等書記官（文政担当） 
 Watanabe Noriyuki   専門調査員 
 
    2) JICA（国際協力機構） 
 涌井 純二    援助調整専門家（JICA） 
 
（３）その他 
  1）ユネスコテヘラン事務所 
   Taniguchi Junko    Programme Specialist for Culture  
 Graciela Gonzalez Brigas   Staff, Asia and Pacific Unit 
 





































 
イラン国バム遺跡修復・保存機材整備計画 

基本設計調査 

A-23 

６．事業事前計画表 
事業事前計画表 

1. 案件名： 
(正式国名) イラン・イスラム共和国  (案件名) バム遺跡修復・保存機材整備計画 
2. 要請の背景（協力の必要性・位置付け） 
2003 年 12 月 26 日に発生した大地震はバム遺跡 80％を崩壊させたと言われている。バム遺跡は日干しレンガ

による世界最大級の遺跡であり、単なる遺跡としての価値のみならず、震災により被害を受けたバム市民の心

の支えという意味においても、修復・保存の重要度・優先度が高く、同遺跡の修復・保存はイラン国の重要な

課題である。修復・保存計画は 2004 年 4 月にユネスコの支援により、バムで開催された「バム遺跡国際ワー

クショップ」での提言（修復計画大綱）に基づいて、現在策定中である。イラン国政府はバム遺跡の修復・保

存を最優先プロジェクトに指定し、専門家派遣、予算措置等に優遇処置が取られている。しかし、同遺跡の修

復・保存には膨大な時間を要し、また、国家財政は数年間赤字が続いており、バム遺跡への人員、機材等の優

遇処置にも限りがある。 
本計画はバム遺跡修復・保存計画に基づき、アルゲ・バムの修復・保存のための作業に必要な機材を調達する

ものである。 
3. プロジェクト全体計画概要  
(1) プロジェクト全体計画の目標（裨益対象の範囲及び規模） 

バム市民の心の支えであるバム遺跡が修復・保存される。 
  裨益対象：バム市民／裨益人口：約 10 万人 
(2) プロジェクト全体計画の成果 

ア 修復・保存用資機材が整備される。 
イ バム遺跡の修復・保存作業が促進される。 

(3) プロジェクト全体計画の主要活動 
バム遺跡の保存、修復、復元作業 

(4) 投入(インプット) 
ア 日本側(=本案件) ：無償資金協力 1.13 億円 
イ 相手国側 ： a) 供与資機材の運営・維持管理体制(人員、予算等)整備費用の確保 

b) 修復・保存の調査、計画、作業実施の費用確保 
c) 建設機材保管庫（ガレージ）の整備 

(5) 実施体制 ： 実施機関：イラン国文化遺産・観光庁、バム・プロジェクト事務所 
4. 無償資金協力案件の内容  
(1) サイト： イラン国ケルマン州バム市バム遺跡 
(2) 概要 ： バム遺跡修復・保存用資機材の調達 
(3) 相手国側負担事項：本案件実施のための A/P に係る手続き費用や通関手続き。 
(4) 概算事業費： 1.16 億円 (無償資金協力 1.13 億円、相手国側負担 0.03 億円) 
(5) 工期： 詳細設計・入札期間を含め約 12 ヶ月（予定） 
(6) 貧困、ジェンダー、環境及び社会面の配慮 

第 3 次 5 ヵ年計画では遺跡や聖地の保存等の調査活動に婦人の参加を促進する事としており、バム事務所で

も多くの女性が専門家として活躍している。傾斜地用階段材はこれ等女性専門家の活動環境を改善すること

になる。 
バム遺跡はバム市民の心の支えであり、本件はこの修復・保存に対する支援である。 

5. 外部要因リスク（プロジェクト全体計画の目標の達成に関するもの） 
(1) 2003 年 12 月に起こった規模(マグニチュード 6.3)以上の地震が再度起こらない。 
(2) 当面、最優先遺跡修復・保存事業の指定が解除されない。（政府方針の変更がないこと） 
6. 過去の類似案件からの教訓の活用 
 特になし 
7. プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 
(1) プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標：・修復・保存作業の達成量 
(2) その他の成果指標： 
(3) 評価のタイミング 

2006 年（機材搬入後、半年後） 
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